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  （開 会  午前  ９時 ３０分） 

●佐竹議長 

 おはようございます。 

開会前でありますが、町長より諸報告の申し出がありますので、これを受けたいと思い

ます。 

●佐竹議長 

番外、町長。 

●景山町長 

 おはようございます。開会前でございますが、ただ今議長のお許しをいただきましたの

で、諸報告４件についてご報告を申し上げます。はじめに、みさとカレッジの起業コンテ

ストの募集開始について報告をいたします。みさとカレッジ企業コンテストの募集を８月

に開始しました。今年は、募集要綱を見直し、提案者が自ら起業を行う、ビジネスコンテ

スト部門と自らが起業する状況になくても美郷町で起業したいプランを募集する、ビジネ

スプランコンテストの二部門で募集を行っています。ビジネスコンテストの部門は、入賞

したプランをブラッシュアップした後、１０００万円を上限に必要と認められる事業資金

を援助するものです。ビジネスプランコンテストは、入賞者に５０万円の補償金を授与し、

プランの権利は町に帰属するものです。昨年度まで行っておりました、研修科としての募

集は行わず、ビジネスコンテスト部門の提案の内容などによって、起業前に研修が必要と

認めた者には、１年間の研修活動の支援を行います。昨年までと大きな変更点としまして

は、提案者が美郷町に定住することを条件としていましたが、この条を排除し、また既存

事業による企業参入も地域への波及効果を勘案し、可能とすると伴に応募者の年齢につい

ては２０歳以上としました。募集期間は１２月２５日までとし、書類による一次審査を経

て、２月下旬に公開コンテストを行う予定でございます。次に２件目は、美郷町定住ポイ

ント事業の実施状況について報告いたします。人口減少の抑制と地域経済の活性化を図る

ために、今年度４月から新たに実施しております、定住ポイント事業の実施状況でござい

ますが、去る６月１７日と１８日にプレミアム商品券と併せ、町内の２会場で協賛店募集

の事業所説明会を開催し、現在１５０事業所の協賛店を登録させていただいているところ

でございます。次に申請などの状況でございますが、８月末時点で２６名の方から３４件

の申請をいただき、合計５２０ポイントを交付しております。その内訳と発行数でござい

ますが、転入が１４件、１００ポイント。就職が７件、１２１ポイント。結婚が２組４件

で６０ポイント。誕生が８件２４０ポイントという状況であります。また現交付総数５２

０ポイントのうち、１１３ポイント分につきましては、既に定住ポイント券に交換され、

町内の協賛店での使用をされております。次に３件目でありますが、美郷町商品券発行支

援事業として実施をしております、美郷町プレミアム商品券の状況をご報告申し上げます。

この事業は、１万２０００円分の商品券を１冊１万円で購入いただき、差額２０００円を

プレミアム分として町が補助しているものでございます。実施状況といたしましては、７
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月１日から美郷町商工会より、美郷町プレミアム商品券販売が開始され、販売総数５００

０冊、販売総額５０００万円分の商品券が、１ヶ月あまり経過しました８月８日に完売を

いたしました。購入の世帯数は、旧邑智地区が４６２世帯３４８７万円、旧大和地区が１

８８世帯１５１３万円で合計６５０世帯に購入していただきました。一世帯当たりの平均

購入額は７万７０００円の７．７冊でございました。また世帯全体から見ますと２７％の

世帯で購入いただいたことになります。続いて商品券の回収状況についてですが、８月３

１日現在、商工会本所で２４９７万３５００円、大和支所で８１８万１５００円の合計３

３１５万５０００円となっております。消費税値上げやガソリン価格の高騰などで、消費

の落ち込みが懸念される経済状況の中で、町内消費の拡大につながる成果が見込めると感

じております。以上現在のプレミアム商品券の販売についてご報告を申し上げます。最後

に工事発注状況についてでありますが、お手元に配付致しております、工事発注状況一覧

表をもちまして報告に代えさせていただきます。以上で諸報告を終わります。 

●佐竹議長 

 町長の諸報告が終わりました。 

全議員出席であります。ただ今から、平成２６年美郷町議会第３回定例会を開会いたし

ます。直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、予めお手元に配布してあるとお

りであります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１２７条の

規定により、８番・安田議員。９番・黒川議員を指名いたします。 

日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日８日から１８日までの１１日間としたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

●佐竹議長 

 ご異議なしと認め、本定例会の会期は本日から１８日までの１１日間とすることに決し

ました。 

日程第３、陳情の委員会付託を議題といたします。本定例会までに受理いたしておりま

す陳情は、お手元に配布いたしております文書表のとおりでございます。会議規則第９５

条の規定により、文書表のとおり所管の委員会へ付託いたしますので、審査・調査をお願

いいたします。 

日程第４、議案の上程、説明を議題といたします。本定例会に提案を受けております議

案は、条例案３件、予算案７件、一般事件案４件、報告事件案３件の計１７件であります。

議案第５８号から議案第７０号までの１３議案、認定第１号、並びに報告第３号から報告

第５号までの３件の計１７件を一括上程いたします。 

始めに議案第５８号から議案第６０号までの条例案について順次提案理由の説明を求め
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ます。 

●佐竹議長 

 番外、総務課長。 

●花田総務課長 

 上程になりました議案第５８号につきましてご説明を申し上げます。議案第５８号、美

郷町防災会議条例の一部を改正する条例の制定について。美郷町防災会議条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり制定するものとする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景

山 良材。次ページをお願いいたします。提案理由をご説明を申し上げます。災害対策基

本法、水防法の改正に伴い、同法に基づき定める防災会議の組織と所掌事務を改正するも

のでございます。改正内容を申し上げます。第２条につきましては、引用する水防法の条

項を改め、防災会議の新たな所掌事務として、第４号で町長の諮問に応じて地域防災に関

する重要事項を審議すること。第５号として第４号の重要事項に関し、町長に意見を述べ

ることを追加するものでございます。第３条につきましては、会議の委員につきまして生

活者の視点をより反映し、委員には多様主体的な参画を促進するために、自主防災組織に

関わる方を加えるものでございます。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行

するものでございます。以上が議案第５８号でございます。続きまして上程になりました

議案第５９号についてご説明を申し上げます。議案第５９号、美郷町災害対策本部条例の

一部を改正する条例の制定について。美郷町災害対策本部条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり制定するものとする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。次ペ

ージをお願いいたします。提案理由をご説明申し上げます。災害対策基本法の一部改正に

より、市町村の災害対策本部の設置根拠となります条項が都道府県と区分明確化されたた

め、項の引用条項を改めるものでございます。改正内容を申し上げます。第１条につきま

して災害対策本部の設置根拠となる法の条項を第２３条の２第８項に改めるものでござい

ます。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。以上が

議案第５９号でございます。 

●佐竹議長 

 番外、健康福祉課長。 

●窪田健康福祉課長 

 続きまして議案第６０号について説明申し上げます。美郷町福祉事務所設置条例の一部

を改正する条例の制定について。美郷町福祉事務所設置条例の一部を改正する条例を別紙

のとおり制定するものとする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山良材。次のペー

ジをご覧ください。この福祉事務所の設置条例の第３条でございますが、福祉事務所の所

管事務として母子及び寡婦福祉法が書かれてございますが、１０月１日よりこの母子及び

寡婦福祉法が母子及び父子並びに寡婦福祉法に題名変更に改正になります。それに伴いま

す、第３条の変更でございます。附則といたしまして、この条例は平成２６年１０月１日

から施行する。以上議案第６０号の説明でございます。 
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●佐竹議長 

 続いて議案第６１号から議案第６７号までの予算案について、順次提案理由の説明を求

めます。 

●佐竹議長 

番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 上程になりました議案第６１号についてご説明を申し上げます。議案第６１号、平成２

６年度美郷町一般会計補正予算第２号。平成２６年度美郷町の一般会計補正予算第２号は、

次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳

出それぞれ５９８１万２０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７４

億１５９９万１０００円とする。債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定に

より、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担

行為による。地方債の補正。第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正による。平成２

６年９月８日。美郷町長 景山 良材。６ページをお願いをします。第２表、債務負担行

為でございます。事項でございます、公共施設等総合管理計画策定支援業務、期間は平成

２７年度から平成２８年度まで、限度額は１３２８万４０００円でございます。公共施設

等総合管理計画についてでございますが、地方公共団体において厳しい財政状況が続く中、

人口減少等によりまして公共施設の利用状況が大きく変化することから、早急に公共施設

等の全体の状況を把握をし、長期的な視点を持って更新或いは統廃合、長寿命化などを計

画的に行うために、公共施設等の総合管理計画の策定に取り組むよう、総務大臣から要請

がされているところでございます。これに対応するため、平成２６年度から２８年度まで

の３年間で計画を策定するものでございます。今回補正予算にて４３２万円を計上さして

いただいております。全体事業費を１７６０万４０００円とするものでございます。続い

て次のページをお願いいたします。第３表、地方債の補正でございます。変更点のみ申し

上げます。上から６段目の地方改善事業債でございます。限度額を４０００万減額をいた

しまして、２０００万円とするものでございます。それから、１つ飛びまして林道整備事

業債でございます。５６０万追加をいたしまして限度額を３４００万円に、それから３つ

飛びまして道路整備事業債でございます。２６２０万円減額をいたしまして、限度額を８

４８０万円とするものでございます。それから１番下でございます。臨時財政対策債でご

ざいます。これを２２５０万円増額をいたしまして、限度額を２億２５０万円とするもの

でございます。合計で申しますと、補正前が１６億９５２０万円。これを３８１０万円減

額をいたしまして、補正後の限度額を１６億５７１０万円とするものでございます。１０

ページをお願いをします。２歳入でございます。主なものについてご説明を申し上げます。

中程でございます。款９、項１、目１とも地方交付税でございます。地方交付税の算定に

よりまして、２６年度の交付額が３３億１９８万３０００円と算定の結果になりました。

これによりまして、５１９８万３０００円の増額補正をするものでございます。次のペー
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ジをお願いをします。中段でございますが、款１３、国庫支出金、項１、国庫負担金、目

１、民生費国庫負担金１２１４万４０００円の増額補正でございます。主なものでござい

ますが、これは生活保護の医療扶助の支出見込増額に伴います国庫負担金の増額でござい

ます。その下でございます。同じく項２、目１、民生費国庫補助金３９８７万８０００円

の減額補正でございます。主なものでございますが、これは地方改善施設補助金で２路線

の道路改良予定をしておりましたが、申請の結果１路線が決定になりましたので、補助金

４０００万円を減額をするものでございます。それからその下でございます。目３、土木

費国庫補助金３０１０万円の減額補正でございます。これも交付金の決定によりまして、

交通安全工事が６３０万円、それから町道二多合線２１００万円、浜原大橋２８０万円、

それぞれ減額をするものでございます。次のページをお願いします。一番上でございます

が、目５、総務費国庫補助金でございます。６７２万９０００円の増額補正でございます。

これは番号制度導入に伴います住民基本台帳や税務システムなど、このシステム改修に伴

う補助金の内示がございましたので増額補正をするものでございます。次のページをお願

いします。款１４、県支出金、項２、県補助金、目４、農林水産業費県補助金７８９万円

の増額補正でございます。主なものでございますが、これは節２の林業費補助金でござい

ます。これは道整備交付金で予定をしております林道一本木線の関係でございまして、法

切り面崩落に伴います普及に伴う補助金の増額でございます。一応林道一本木線は今年度

で完了する予定でございます。中段でございますが款１８、項１、目１、いずれも繰越金

でございます。これは前年度繰越金に伴うものでございまして、準繰り越しが繰越金９２

７０万６０００円となりまして、この度補正で８７４４万４０００円を計上するものでご

ざいます。その下でございます。款１９、諸収入、項７、目５とも雑入でございます。２

０４万７０００円の増額補正でございます。主なものでございますが、節３の民生費雑入

でございます。１１９万５０００円でございますが、これは生活保護費の返還金に伴うも

のでございます。次のページをお願いします。款２０、項１ともに町債でございます。目

２の民生債でございます。これは４０００万円の減額補正でございます。これは国庫補助

金のところで申しました地方改善事業で、町道志君線改良を予定をしておりましたが、国

庫補助金の配分が無かったため、財源としている過疎対策債を減額をするものでございま

す。続いて目４でございます。農林債５６０万円の増額でございます。これは林道一本木

線の事業費の増額によりますもので、財源といたします起債は過疎対策債でございます。

続いて目５、土木債でございます。２６２０万円の減額でございます。内訳は過疎対策事

業債で予定をしておりました町道二多合線が９００万円、浜原大橋が１２０万円、補助金

の決定に伴いまして、それぞれ減額補正するものでございます。その下辺地対策事業債で

ございますが、町道連水線が１６００万円減額となりましたので、これに伴う起債を減額

をするものでございます。続いて目１０、臨時財政対策債でございますが、これは普通交

付税の算定結果によりまして２２５０万円増額をするものでございます。次のページをお

願いいたします。３歳出でございます。一番下でございます。款２、総務費、項１、総務
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管理費、目１、一般管理費でございますが、これは職員不採用訴訟の判決に伴います、今

年６月からの給与等の補正が主なものでございます。次のページをお願いいたします。目

２、文書広報費でございます。これは１００万円の増額補正でございます。説明欄のとこ

ろ、その他委託分につきましては、子ども子育て新法制定に伴います条例整備のための委

託料でございます。中段でございます。目５、財産管理費９０１９万５０００円の増額補

正でございます。説明欄でございます。基金積立金でございますが、これは地方交付税か

ら繰越金を財源といたしまして、財政調整基金９０００万円積み立てるものでございます。

その下目６、企画費でございます。１１２５万７０００円の増額補正でございます。説明

欄でございます。００１の企画費でございます。修繕費が３５０万円、これはゴールデン

ユートピアのマイクロバス修繕やエアコン修繕などユートピア。それから大和荘の施設老

朽化に伴う費用でございます。その下測量設計委託１５０万円でございますが、これは第

三セクターの理事会並びに総代会等に於きまして、大和荘の耐震化に伴わない施設であり

まして、何らかの対策を求める意見が出されたところでございます。これらを含めまして

事前の調査を行うための委託料１５０万円を計上しております。それから、その他委託料

４３９万５０００円でございますが、これは先程、第２表の債務負担行為でご説明を申し

上げました公共施設等総合管理計画の支援業務の今年度の委託料として４３２万円を計上

するものでございます。その下、機械器具費９９万９０００円でございますが、これは大

和荘のスチームコンデクションが故障いたしました。これの更新に伴う経費でございます。

次のページをお願いします。目１２、電子計算機費でございます。３５７万４０００円の

増額補正でございますが、主なものでございます。説明欄をご覧いただきたいと思います。

００２電算共同処理費でございますが、これは番号制度実施に伴い、国からの指示により

平成２７年度から２６年度に繰り上げてシステム改修を行うこととなりました。このシス

テム改修に伴います一部事務組合の負担金でございます。次のページをお願いします。１

番下、下段でございます。項４、選挙費、目６、農業委員選挙費でございます。２８１万

１０００円の減額補正でございますが、これは無投票となったため、経費を削減するもの

でございます。次のページをお願いします。１番下でございます。款３、民生費、項１、

社会福祉費、目１、社会福祉総務費１２０万４０００円の減額でございます。次のページ

をお願いします。説明欄のところでございます。００４介護保険費の嘱託賃金１５６万円

減額でございますが、これは生活保護総務費に振り替えたものでございますので、生活保

護総務費の方に計上いたしましたので、ここで減額をさしていただくものでございます。

１つ飛んで００６臨時福祉給付金でございます。これは使用料につきましては、システム

リース料が減額となったため、予算の組み替えをするものでございます。それから一番下

でございますが、目３、障害者福祉費１６２万４０００円の増額補正でございます。次の

ページをお願いします。説明欄のところでございます。償還金でございますが、これは平

成２５年度の障害者自立支援給付費補助金の返還に伴うものでございます。その下、目４

老人福祉費６０２万円の減額補正でございます。説明欄のところでございます。００１老
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人福祉費の他会計繰出金につきましては、後期高齢者特別会計で前年度分の療養給付費の

負担が額減となったため、繰出金を減額するものでございます。その下、００２在宅介護

支援費１１２万円の減額補正でございますが、これは職員の育児休暇の取得に伴います給

与の減額と代替職員である嘱託職員の賃金を、それぞれ計上するものでございます。次の

ページをお願いします。項２、児童福祉費、目１、児童福祉総務費でございます。４９１

万１０００円の増額補正でございます。説明欄でございます。その他委託ということで３

８４万９０００円でございますが、これは町外保育所への保育委託料でございまして、当

初の見込みより人数が増えたため、実績増に伴います補正でございます。次のページをお

願いします。同じく項３、生活保護費、目１、生活保護総務費でございます。１６７万７

０００円の増額補正でございます。説明欄のところでございますが、これは嘱託職員賃金

１５６万円は先程申しました介護保険の嘱託賃金から生活保護総務費に振り替えをするも

のでございます。これは生活困窮者自立支援特別事業の事務を行うために振り替えるもの

でございます。その下、目２、扶助費でございます。１５００万円の増額補正でございま

す。これは生活保護の中の医療扶助の支出増に伴います補正を行うものでございます。次

のページをお願いいたします。一番下でございます。款４、衛生費、項２、清掃費、目３、

し尿処理費でございます。２５０万円の増額補正でございますが、この工事請負の関係で

ございますが、これは簗瀬地内にありますし尿の中継槽がございます。これの附帯用地の

法面の復旧工事に伴うものでございます。１ページ飛んで２６ページをお願いします。款

６、農林水産業費、項２、林業費、目２、林業振興費１３８５万円の増額補正でございま

す。主なものでございますが、これは００３林道事業債でございます。これは林道一本木

線の法切り面崩落に伴います工事費の増額でございます。一番下でございます。款８、土

木費、項２、道路橋梁費、目２、道路維持費７０１万３０００円の増額補正でございます。

次のページをお願いをします。説明欄のところの工事請負費６７０万円でございますが、

これは舗装修繕や区画線などの修繕要望に伴います工事費の増額でございます。続きまし

て目３、道路新設改良費１億３０３３万１０００円の減額補正でございます。主なもので

ございますが、地方改善事業の補助金の減額に伴いまして、町道志君線８０００万円の事

業の取り消し、それから町道二多合線は社会資本整備交付金の決定に伴いまして、この度

２６年度は測量設計を行うこととし、３０００万円の減額でございます。それから町道連

水線でございますが、測量設計に可成り工期が係ることから、予定をしておりました工事

を取り止めて、連水線は測量設計だけの事業費でございます。これで１６００万円の減額

でございます。それから下の方でございます。土地購入費１４５万円、それから補償費２

００万４０００円でございますが、これは県道川本波多線関連事業で、竹地区の集団移転

の造成工事を実施をしておりますが、これの土地購入費、補償金の不足に伴います補正を

させていただくものでございます。一番下でございますが、目４、橋梁維持費４００万円

の減額補正でございます。これは社会資本整備交付金の決定に伴いまして、浜原大橋の事

業費を減額修正するものでございます。次のページをお願いします。下の段でございます
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が項６、住宅費、目１、住宅管理費３６万３０００円の増額補正でございます。説明欄、

主なところでございます、建物借り上げ料でございます。これは町が借りております、借

り上げ住宅の空き家が発生をしたことに伴いまして、借り上げ料１２０万円を減額をする

ものでございます。次のページをお願いします。目２、住宅建設費２９９１万５０００円

の増額補正でございます。説明欄のところでございます。００２若者定住住宅でございま

すが、これは都賀西団地４戸分の建設資材費や労務単価の上昇に伴いまして、４５０万円

増額補正をするものでございます。その下００３団地造成費でございます。これの主なも

のは野井地区の予定地に雨水用の排水路が不具合が生じましたので、これの新設を予定と

しております。それから寺谷地区におきましては、敷地の形状いびつとなるため、進入路

の新設を行うものでございます。その下でございます。款９、項１、それぞれ消防費でご

ざいます。目２、非常備消防費１６８万５０００円の増額補正でございます。消防協会の

活性化補助金が内定をいたしましたので、消耗品を減額をいたしまして、安全帽・防塵眼

鏡等を購入するものでございます。１ページ飛んで３１ページをお願いいたします。下の

段でございます。款１０、教育費、項６、社会教育費、目１、社会教育総務費１７４万１

０００円の増額でございます。次のページをお願いします。説明欄でございます。００２

社会教育施設でございます。主なものは土地購入費８９万１０００円。これは信喜集会所

の敷地の購入費用でございます。次のページをお願いいたします。一番下でございます。

款１４、項１、目１とも予備費でございます。この度の繰越金、それから交付税等を緩和

いたしまして１２７万９０００円予備費を増額補正するものでございます。以上で議案第

６１号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 それでは議案第６２号についてご説明をいたします。議案第６２号、平成２６年度美郷

町簡易水道事業特別会計補正予算第２号。平成２６年度美郷町の簡易水道事業特別会計補

正予算第２号は、次に定めるところによる。歳入歳出の補正。第１条、歳入歳出の予算の

総額に、歳入歳出それぞれ４０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

２億６９２２万２０００円とする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。そ

ういたしますと、今回の補正につきましては歳入歳出とも共済費組合負担金の増というこ

とで補正をさせていただきました。６ページをお願いいたします。６ページの２歳入、款

５、繰入金、項１、他会計繰入金、目１、一般会計繰入金補正額４０００円。運転費分に

対します、これは公債費分となっております。運転費と公債費分です。運転費中の人件費

ということでございます。それでは７ページをお願いいたします。支出の方であります。

３、歳出、款１、上水道費、項１、目１ともに簡易水道事業費でございます。補正額４０

００円。説明欄にありますように簡易水道事業費の運転費に対する共済組合負担金の関係

４０００円の増ということでございます。以上で議案第６２号の説明を終わります。ご審
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議のほどよろしくお願いいたします。それでは、続きまして議案第６３号についてご説明

をいたします。議案第６３号、平成２６年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算第２号。

平成２６年度美郷町の下水道事業特別会計補正予算第２号は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４６１万９００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億６９０９万６０００円とする。

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表地方債の補正による。平成２６年９月８

日提出。美郷町長 景山 良材。それでは内容の主なものについて説明をいたします。簡

易水道と同じく共済費の負担金もありますが、大きなものとして他に、国庫補助事業で小

型合併処理浄化槽事業費の国庫補助事業費の増額によりまして、補正をするものでありま

す。それでは７ページをご覧下さい。２歳入、款２、国庫支出金、項１、国庫補助金、目

１、下水道国庫補助金、補正額１５７万７０００円。合併補助金の国庫補助金でございま

す。同じく款６、一番下の表でございます。款６、町債、項１、町債、目１、下水道債、

補正額が３１０万となっております。説明欄にありますように、国庫補助事業が増額にな

りましたことによりまして、下水道債の増額するものでございます。それでは８ページを

お願いいたします。３歳出、款１、下水道債、項１、公共下水道事業費、目１、特定環境

保全公共下水道、補正額１０００円。これが先程申しました、説明欄にありますように共

済負担金でございます。その下にあります款１、下水道債、項２、農業集落排水、これも

同じように共済負担金となっております。補正額は１０００円です。一番下の款１、項４

の特定地域生活排水事業費、目２、特定地域生活排水建設事業費、補正額４６１万７００

０円。説明欄にありますように、国庫補助事業を追加になりましたことになりまして、工

事費を４６１万６０００円増額するものであります。以上が下水道事業の説明でございま

す。それでは４ページの方お願いします。第２表で地方債の補正を挙げております。起債

の目的は水道事業債。補正前が限度額１３００万円ですが、補正後限度額を１６１０万円

に移行するものでございます。その他起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更

はありません。以上議案第６３号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

●佐竹議長 

 番外、住民課長 

●渡邊住民課長 

 上程になりました議案第６４号についてご説明申し上げます。議案第６４号、平成２６

年度君谷診療所特別会計補正予算第１号。平成２６年度美郷町の君谷診療所特別会計補正

予算第１号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の

総額に、歳入歳出それぞれ４４万７０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ５６２万円とする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。補正予算案

の内容は僻地医療対策補助金につきまして、実績に伴い返還金が生じたことに伴う補正で

ございます。６ページをお願いいたします。２歳入、款３、繰入金、項１、他会計繰入金、
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目１、一般会計繰入金、補正額４４万７０００円の増でございます。補助金の返還金相当

額を一般会計から繰り入れるものでございます。次のページ、７ページをお願いいたしま

す。３歳出、款１、総務費、項１、総務管理費、目１、一般管理費、補正額４４万７００

０円の増で、平成２５年度僻地医療対策補助金の返還金について実績に伴い計上するもの

でございます。以上で議案第６４号の説明を終わります。続きまして議案第６５号につい

てご説明いたします。議案第６５号、平成２６年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算

第３号。平成２６年度美郷町の国民健康保険特別会計補正予算第３号は、次に定めるとこ

ろによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億５２９万５０００円とする。

平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。補正予算案の主な内容は、歳入では前

年度のこの特別会計の繰越金と基金繰入金の間で、歳出では平成２５年度退職者医療交付

金の返還金並びに国民健康保険税の還付金について、償還金と予備費の間で調整を図るも

のでございます。６ページをお願いいたします。２歳入、款１３、繰入金、項１、基金繰

入金、目１、国保基金繰入金、補正額１７００００円の減でございます。これは、この下

の款１４、の繰越金の計上に伴い同額の基金繰入金を減額するものでございます。項２、

他会計繰入金、目１、一般会計繰入金、補正額６０００円。これは職員給与費の増額につ

いて繰り入れるものでございます。一番下の行、款１４、項１、ともに繰越金、目２、そ

の他会計繰越金、補正額１７万円。先程申しましたとおり、前年度会計から繰出金を計上

するものでございます。次のページ、７ページをお願いいたします。３歳出、款１、総務

費、項１、総務管理費、目１、一般管理費、補正額６０００円の増でございます。これは

他会計同様に職員の期末勤勉手当に係る共済費の更新に伴うものでございます。款１１、

諸支出金、項１、償還金及び還付加算金、目１、償還金、補正額１７５万１０００円の増

でございますが、これは平成２５年度の退職者医療交付金の実績に伴い返還金が生じたた

め補正するものでございます。目２、一般被保険者保険税還付金、補正額２０万円の増で

ございます。これは制度としまして、倒産解雇、雇い止め等一定の理由による失業により、

国民健康保険に加入された場合、保険税を軽減する特例の制度ございますが、この適用が

遡ってなされたことに伴いまして、過年度分の保険税に還付金が生じたため補正を行うも

のでございます。一番下、款１３、項１、目１ともに予備費、補正額１９５万１０００円

の減でございます。先程の交付金返還金及び保険税還付金につきまして、予備費を減額し

て対応するものでございます。以上で議案第６５号の説明を終わります。続きまして議案

第６６号についてご説明を申し上げます。議案第６６号、平成２６年度美郷町国民健康保

険診療所特別会計補正予算第２号。平成２６年度美郷町の美郷町国民健康保険診療所特別

会計補正予算第２号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳

出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１万２０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ８２５０万５０００円とする。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良

材。６ページをお願いいたします。２歳入、款２、繰入金、項１、他会計繰入金、目１、
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一般会計繰入金、補正額１万２０００円の増でございます。職員給料費の増額分につきま

して繰り入れる、一般会計から繰り入れるものでございます。次のページ、７ページをお

願いいたします。３歳出、款１、総務費、項１、総務管理費、目１、一般管理費、１万２

０００円の増でございます。先程も申しましたように職員共済費の増に伴う補正でござい

ます。また需用費と備品購入につきましては比之宮診療所へのカルテ運搬用台車の購入に

ついて４万３０００円を予算の組み替えを行うものでございます。以上で議案第６６号の

説明を終わります。続きまして議案第６７号についてご説明申し上げます。議案第６７号、

平成２６年度美郷町後期高齢者医療特別会計補正予算第２号。平成２６年度美郷町の後期

高齢者医療特別会計補正予算第２号は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４万１０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億８８４３万８０００円とする。平成２６年９月８日提出。

美郷町長 景山 良材。補正予算案の主な内容でございますが、平成２５年度の療養給付

費負担金の返戻に伴う補正でございます。６ページの方をお願いいたします。２歳入、款

１、項１ともに後期高齢者医療保険料、目２、保険料徴収保険料、補正額１万８０００円

の増で、これは保険料の滞納繰越金分につきまして収入見込みによる補正でございます。

款３、繰入金、項１、他会計繰入金、目１、一般会計繰入金、補正額４８９万８０００円

の減でございます。説明欄をご覧いただきたいと思います。療養給付費負担金４９２万１

０００円の減は、平成２５年度療養給付費負担金の精算金を雑入で補正したため、繰入金

を減額するものでございます。その他事務費職員給与費として繰入金を補正するものでご

ざいます。款５、諸収入、項４、目３ともに雑入、補正額４９２万１０００円の増でござ

いますが、平成２５年度療養給付費負担金として支出した額のうち、実績に伴い精算金と

して返戻を受ける額を補正するものでございます。７ページをお願いいたします。３歳出、

款１、総務費、項１、総務管理費、目１、一般管理費、補正額１万３０００円の増で、職

員共済費と旅費の補正でございます。項２、目２ともに徴収費、補正額１万円の増で、保

険料、これは保険料決定通知書を印刷代について当初予算に計上したものに不足が生じま

したので、補正をするものでございます。款２、項１、後期高齢者医療広域現行納付金、

目１、保険料等負担金、補正額１万８０００円の増で、滞納繰越分の保険料収入について、

保険収入額の補正を行うものでございます。目２、療養給付費負担金につきましては、精

算金について繰入金と雑入の財源構成に伴うものでございます。以上で議案第６７号の説

明を終わります。ご審議のほどお願いいたします。 

●佐竹議長 

 説明の途中ですが、ここで１０時４５分まで休憩をいたします。 

（休憩  午前 １０時 ２５分） 

 （再開  午前 １０時 ４５分） 

●佐竹議長 

 会議を再開いたします。 
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続いて議案第６８号から認定第１号までの一般事件案について、順次提案理由の説明を

求めます。 

●佐竹議長 

 番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

 それでは上程になりました議案第６８号についてご説明をいたします。議案第６８号、

美郷町道路線の認定について。次のとおり、町道の路線を認定することについて、道路法

第８条第２項の規定により議会の議決を求める。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景

山 良材。下の表です。路線番号４４５号、路線名、防災公園線。起点、美郷町久保３８

番地４地先。終点、美郷町久保２２番地３地先。続きまして下の段、４４６号、竜眼地支

線。美郷町久保３６番地２地先から美郷町久保３７番地１地先まで。続いて４４７号、原

中支線。美郷町長藤２１５番地５地先。美郷町長藤２１０番地５地先まで。この路線につ

いて説明をいたします。最初の防災公園線ですけども、元邑智中学校線として路線になっ

ておりますが、昨年度防災公園が完成しており、接続する道路につきまして、既存の邑智

中学校線を改良し、延長を若干延ばした形で出来上がっております。その区間を防災公園

線として新たに町道として認定をするものです。竜眼地支線につきましては、中学校線の

途中から、国道入って上がった所から竜眼地線として、町道がありまして、この度この防

災公園線を付けた関係上、竜眼地線の進入路が新たな位置に決まりました。その進入路部

分につきまして、竜眼地支線という形で新たに認定するものであります。続きまして原中

支線につきましては、平成２５年度、昨年度から県の砂防事業として、原川と言う砂防事

業を実施をしております。昨年から測量設計をやっとりまして、本年用地買収を完了し着

工という形で事業がスタートしておりますが、その既存の原中線という町道がございます

が、ＪＲのガードを超えて、まぁ個人のお宅で言いますと中原さん宅までの行止まりの路

線でありましたが、原川砂防を施工するために、大型車両を入れるということで、仮設道

ということで県の方では県道の邑南飯南線、丁度ＪＲの高架下を過ぎたあたりからですね、

山を開削しまして既存の原中線へ接続するということで、改めて原中線が通り抜け路線に

なるということでございます。県の方は仮設道路ではありますが、最終的に町道を並行し

て、併用して走っておりますので、最終的にその仮設道をそのまま舗装もしていただきな

がら、町道の方に頂くということでございますが、事前に町道ということで認定をして戴

きたいということで、県の方から話がありましたので、町道の認定をするわけであります。

以上が３路線につきましての町道の認定についてでございます。ご審議の程よろしくお願

いいたします。続きまして議案第６９号についてご説明をいたします。議案第６９号、美

郷町道路線の変更について。次のとおり、美郷町道の路線を変更することについて、道路

法第１０条第３項において準用する同法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。

平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。次のページをご覧ください。４路線で

ございます。路線番号１３２号、谷川線。旧として起点と終点がございます。浜原３９７
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番地地先から浜原１２１番地地先。改めて浜原３８７番地地先から浜原７１番地１５地先。

１３３号、谷川支線。旧が浜原４００番地地先から４０４番地地先。新が浜原３９９番１

地先から浜原４０４番地地先まで。３番目２７０号、竜眼地線。旧が久保３８番地３地先

から久保３５番地４地先。新しく久保を３６番地２地先から久保３５番地４地先となりま

す。４番目４０８号、原中線。旧が長藤２３７番地１地先。長藤１７７番地３地先。新し

く長藤２３７番地１地先から長藤１７４番地８地先となります。まず谷川線ですけれども、

これは既存の谷川線を地域改善で改良いたしました。元は浜原小学校体育館まででしたが、

ご存知のようにＪＲ浜原駅まで路線を改良しております。その関係で延長と併せて終点が

変わったので変更いたします。それから、谷川支線ですが、元ありました浜原小学校プー

ルの横を通っておりました町道、それを谷川支線という形で変更するものです。既設はで

すね、浜原小学校の手前の橋のたもとから、国道側の方に、国道には完全には出ていない

ですが、谷川支線というのが既存の道路はございます。それとそれに先程言いましたプー

ル側の道を接続をして、改めて変更という形で路線認定をするものです。２７０号の竜眼

地線でございます。これは先程防災公園線で言いましたように、防災公園線が出来た関係

上、竜眼地線の起点が変わりました。その関係で変更するものです。４０８号の原中線、

これも先程認定原中支線で言いましたように、原川砂防の関係で、新たに支線とそれから

この本線の原中線を含めまして、延長が変わりました。原中線については変更と延長が変

わって起終点が変わったということで変更。それから原中支線につきましては先程言いま

した新たに認定をするという形で関係するものでございます。以上が議案第６９号でござ

います。ご審議の程よろしくお願いいたします。それでは、続きまして議案第７０号につ

いてご説明をいたします。議案第７０号、美郷町道路線の廃止について。次のとおり、美

郷町道の路線を廃止することについて、道路法第１０条第３項において準用する同法第８

条第２項の規定により議会の議決を求める。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良

材。表の説明をいたします。路線番号、２３５号。路線名、邑智中学校線。起点は美郷町

久保２２番地地先。終点美郷町久保３６番地地先。これも冒頭路線の認定で言いました防

災公園線に関係するもので、元々有りました邑智中学校線を廃止するものです。以上で議

案第７０号の説明を終わります。ご審議の程よろしくお願いします。 

●佐竹議長 

 番外、出納室長。 

●小田出納室長 

 ただ今上程いただきました平成２５年度美郷町歳入歳出決算につきましてご説明いたし

ます。認定第１号、平成２５年度美郷町歳入歳出決算の認定を求めることについて。地方

自治法第２３３条第３項の規定により、平成２５年度美郷町一般会計及び特別会計の歳入

歳出決算について、監査委員の意見を付して議会の認定を求める。平成２６年９月８日提

出。美郷町長 景山 良材。次のページをお願いいたします。記。会計名、１、平成２５

年度美郷町一般会計歳入歳出決算。２．平成２５年度美郷町住宅新築資金等貸付事業特別
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会計歳入歳出決算。３、平成２５年度美郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。４、平

成２５年度美郷町下水道事業特別会計歳入歳出決算。５．平成２５年度君谷診療所特別会

計歳入歳出決算。６．平成２５年度美郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算。７．平成

２５年度美郷町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算。８．平成２５年度美郷町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算。それでは平成２５年度美郷町歳入歳出決算につきまし

て概要を申し上げます。平成２５年度決算につきましては、本年４月１日から２カ月にわ

たる出納整理期間を終え、５月３１日に出納閉鎖いたしました。また７月２８日から８月

８日までの１２日間監査委員の２名の方に決算審査をいただき、９月２日お示ししており

ますとおり全会計にわたって相違なく適正であるとの決算審査意見をいただいたところで

ございます。平成２５年度の認定に供する資料といたしましては、お手元に配布しており

ます２種類の綴りでございます。まず決算書綴りは、一般会計から特別会計にわたって全

８会計の歳入歳出事項別明細書でございます。またそれとは別に３つの調書を一括して綴

っておりますものは、総務課、企画財政課においてそれぞれ作成されたものでございます。

最初は総務課からの財産に関する調書でございます。町が所有しております土地、建物、

基金、出資金等に関するものでございます。次に企画財政課からの歳入歳出決算資料でご

ざいます。実質収支に関する調書をはじめ未収金の状況、基金の状況、地方債の状況、財

政指数の状況などについてまとめられております。最後に、同じく企画財政課からの平成

２５年度事業実績の調書でございます。それでは、この綴りの上に３種類の見出しを付け

ていますが、その中の決算資料とあります企画財政課の平成２５年度歳入歳出決算資料の

２ページをご覧願います。平成２５年度会計別決算及び実質収支に関する調書により会計

別の決算状況につきまして、ご報告申し上げます。まず一般会計につきましては、歳入総

額７１億１４２５万１２３５円。歳出総額６９億７３３４万３９４４円で歳入歳出差引額

１億４０９０万７２９１円となります。また歳入歳出差引額の１億４０９０万７２９１円

の内には、翌年度に繰り越すべき繰越明許費繰越額の４８２０万１２３５円が含まれてお

り、平成２５年度実質収支額は９２７０万６０５６円となります。次に特別会計でござい

ます。住宅新築資金等貸付事業特別会計でございます。歳入総額４４１万１３６０円。歳

出総額４４１万１３６０円で歳入歳出差引額、実質収支額とも０円でございます。次に簡

易水道事業特別会計でございます。歳入総額２億９１７２万９３４３円。歳出総額２億９

１６７万１２９１円で歳入歳出差し引き額は５万８０５２円となり、実質収支額も同額の

５万８０５２円でございます。次に下水道事業特別会計でございます。歳入総額３億１１

３６万２７５９円。歳出総額３億１０８４万４７５９円で歳入歳出差引額は５１万８００

０円となります。また翌年度に繰り越しすべき繰越明許費繰越額も同額の５１万８０００

円で、実質収支額は０円でございます。次に君谷診療所特別会計でございます。歳入総額

４９９万７２４４円。歳出総額４９９万７２４０円で歳入歳出差引額実質収支額とも０円

でございます。次に国民健康保険特別会計でございます。歳入総額７億６４３万８１６９

円。歳出総額７億６２６万７８６９円で歳入歳出差引額は１７万３００円となり、実質収
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支額も同額の１７万３００円でございます。次に国民健康保険診療所特別会計でございま

す。歳入総額７５８１万４６１９円。歳出総額７５８１万４６１９円で歳入歳出差引額、

実質収支額とも０円でございます。最後に後期高齢者医療特別会計でございます。歳入総

額１億８６０８万９７円。歳出総額１億８６０８万９７円で歳入歳出差引額、実質収支額

とも０円でございます。また一般会計及び特別会計の合計額は、歳入総額８６億９５０８

万４８２６円。歳出総額８５億５３４３万１１８３円で歳入歳出差引額は、１億４１６５

万３６４３円となっております。尚、実質収支額は繰越明許費繰越額の４８７１万９２３

５円を差し引いた９２９３万４４０８円となります。以上が会計毎の決算額及び実質収支

額でございます。続いて３ページ、平成２５年度美郷町会計別決算及び実質収支等に関す

る資料、予算執行率についてご報告申し上げます。この執行率は予算額と決算額との比率

でございます。この表は、左から予算額、決算額、予算額と決算額の比較、そして予算額

と決算額の比率、不能欠損額、収入未済額について表記したもので、さらに、それぞれ年

度対比も行っております。予算執行率につきましては、表の真ん中より少し右にあります

予算額と決算額の比率欄にあります平成２５年度の所をご覧下さい。上段の一般会計で申

し上げますと平成２５年度歳入は９３．７％。平成２５年度歳出は９１．８％となってお

ります。以下特別会計につきましては、各会計の歳入歳出毎の執行率が記載されています

ので、ご覧いただきますようお願いいたします。以上簡単ではございますが平成２５年度

の決算概要を申し上げさせていただきました。内容をご精査の上、認定を賜りますよう宜

しくお願い申し上げます。 

●佐竹議長 

 続いて、報告第３号から報告第５号までの報告事件案について順次提案理由の説明を求

めます。 

●佐竹議長 

 番外、企画財政課長。 

●三上企画財政課長 

 それでは上程になりました報告第３号についてご説明を申し上げます。報告第３号、平

成２５年度決算に基づく美郷町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。地方

公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、下

記のとおり報告する。平成２６年９月８日提出。美郷町長 景山 良材。表記１でござい

ます。平成２５年度美郷町健全化判断比率でございます。この内実質赤字比率につきまし

ては、実質赤字額が標準財政規模に占める割合を示すものでございます。基本的には一般

会計、それから住宅新築資金等貸付事業特別会計、それから君谷診療所特別会計。いわゆ

るこの普通会計が対象でございます。美郷町は昨年同様、黒字決算でございましたので数

値の記載はございません。次に連結実質赤字比率につきましてでございます。これは一般

会計他７、特別会計全ての会計の赤字額及び資金不足額を標準財政規模で除して得た率で

ありまして、美郷町は全会計が黒字決算でございますので、数値の記載はございません。
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次に実質公債費比率でございます。これは地方債の元利償還金等が標準財政規模に占める

割合を示すものでございます。平成２３年、２４年、２５年度の３カ年の平均で、決算で

は１３．７％でございます。昨年度は１３．９でございますので０．２ポイント改善をし

ております。要因といたしましては、邑智郡の総合事務組合の地方債の償還金に係る負担

金が減額となったため、改善をされたものと判断をしております。次に将来負担比率でご

ざいます。これは一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率を

示したものでございまして、７２．９％でございます。昨年度の９４．６と比較をいたし

ますと、２２．４ポイント大幅に改善をしております。この要因といたしましては、将来

の負担額はほぼ前年並みであったものでございますが、充当可能な基金の積み立て、２５

年度では２億７８００万円積み立ておりますので、これらの要因がポイント改善したもの

と考えております。それから次に２．の平成２５年度美郷町資金不足比率につきましてで

ございます。これは簡易水道事業特別会計及び下水道特別会計事業とも昨年同様に黒字決

算でございましたので、資金不足はございません。よって数値の記載はないところであり

ます。いずれの比率におきましても、早期健全化基準を下回った結果となりました。今後

に於きましても各会計とも効率的な行財政運営に努めまして、より健全性を保つべく取り

組んで参りたいと考えております。また地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

の規定によりまして、監査委員の審査を終えております。その意見書を決算書とともに配

付をしておりますので、ご覧をいただきたいと思います。以上でございます。よろしくお

願いいたします。続きまして報告第４号についてご説明を申し上げます。報告第４号、平

成２５年度一般財団法人美郷町開発公社事業実績及び決算、平成２６年度事業計画及び予

算の報告について。地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、平成２５年度一般財

団法人美郷町開発公社の事業実績及び決算、並びに平成２６年度一般財団法人美郷町開発

公社の事業計画及び予算の報告を別紙のとおり提出する。平成２６年９月８日提出。美郷

町長 景山 良材。平成２５年度の事業実績及び決算につきましては、６月６日に監査を

受けまして、その後６月１８日の役員会、いわゆる理事会と評議員会で承認をされたもの

でございます。また２６年度の事業計画および予算につきましても、同日の６月１８日の

役員会で了承されたものでございます。それでは概要についてご説明を申し上げます。３

ページをお願いいたします。平成２５年度の美郷町開発公社の事業報告でございます。始

めにゴールデンユートピアおおちの管理運営業務でございます。平成２５年度の施設利用

者数は５万３５４６人で、昨年度より施設全体の入館者は２５４人の増となりました。こ

れはスポーツ館の利用人数が減少はしているものの、四季の杜、それから会議室の利用者

が増加したことが主たる要因となっております。施設利用につきましては、昨年に引き続

きまして、利益率の高い四季の杜事業に重点的に経営資源を投入をいたしました。需要に

応じた料金体系とすることにより利益の確保を図るとともに宿泊事業の補助金のＰＲ、そ

れからリピーターへの営業活動の実施によりまして、交流人口の増加を今後とも目指して

参りたいというふうに思っております。また有料ゾーンの利用につきましても、水中運動
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などの自主事業を切り口に町内及び近隣市町に対しまして、会員獲得のプロモーションを

行いまして、施設本来の存在価値であります町民の健康増進に資する取組を継続し、利用

者の増加を目指して参りたいというふうに思っております。次に管理運営事業収入の部で

ございますが、８４８６万９０００円と前年より１４５万２０００円の増額となりました。

事業別に見て参りますと、まず四季の杜事業が対前年度比で利用者数で５４４人、約１６％

の増、売上で申しますと２４７万６０００円となりました。これは、ＷＥＢ代理店のじゃ

らんと言うのがございますが、これの口コミ収集によります、集中プロモーションが奏功

したというふうに考えております。また健康事業でございますが、これは前年度比の売上

げで４１万４０００円の増となりました。一方で美郷町からの事業委託収入でございます

介護保険の健康づくり事業の見直し等によりまして、前年度比の売上げで、約１７０万１

０００円の減となったところでございます。施設利用事業につきましては、会員数では水

中運動会員が対前年で３１名の増となったものの、一般入場者数の売上が対前年度比で２

８万８０００円の減額と減少したところでございます。また物販事業につきましては、前

年度比で売上げを１８０万２０００円の増額としたところでございます。今後は四季の杜

事業に関しましては、繁忙期の高価格設定やテニス合宿等でご利用いただいた学校などに

ついて、リピーター化を目指して顧客のケアを継続的に行って参りたいというふうに思っ

ております。次のページをお願いします。続きましてカヌーの里のおおちの管理運営業務

についてでございます。施設利用者は１万３６３８人で、前年度より４４６５人の大幅な

減となりました。事業別に入場者数を見てみますと、カヌー事業が２２１５人の減、キャ

ンプが８８２人の減、トレーラーハウスが８０８人の減となっております。要因といたし

ましては、カヌー事業につきましては、従来のカヌーレッスンと、それからレンタルを別々

にカウントしておりましたが、これを 1 件としてカウントいたしました。これが約１００

０件ぐらいが影響してると思います。それから、もう一つは繁忙期に度重なった水害によ

る損失も大きなものとなりました。キャンプ場やトレーラーハウスについても、上記同様

水害によるものと、昨年度実施したＷＥＢクーポンについて、これを利用料等を勘案をい

たしまして、今年度は実施をしなかったことが要因であると考えております。今後は３基

のトレーラーハウスのＷＥＢクーポンの実施による入り込み客の増や、カヌーへの誘客、

それから行政との連携プロモーションや学校に対する営業効果を図るとともに商品力のあ

りますスノーシュートレッキングの商品造成の依頼を行いまして、集中プロモーションす

ることによりまして、カヌーの里の集客に努めて参りたいというふうに思います。それか

ら、その下の管理運営事業でございます。２５年度は３３８４万２０００円でございまし

た。施設利用料金でございますが、昨年度比で１２８万１０００円の減でございます。そ

の主な要因といたしましては、水害によるものが約１００万ぐらいと考えております。カ

ヌー事業で対前年度比が５２万８０００円の減、それからトレーラーハウス事業で３２万

４０００円の減でございました。今後はお客様が参加しやすいコンテンツの更なる設定や

レンタルフィや体験料の客単価の向上によりまして売上げの拡大化を進めて参りたいとい
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うふうに思っております。また昨年度から実施をしております出雲海域でのシーカヤック

事業の拡大、それから閉散期の売上げの確立を目指しまして、スノーシュートレッキング

に絞って山陽方面への旅行代理店に商品の造成を依頼をしたり、各方面の観光情報の説明

会等に参加をいたしまして、プレゼンを行いまして徐々に視野を伸ばしつつあります関西、

それから九州方面の顧客をターゲットに継続的にプロモーションを行って参りたいという

ふうに思っております。９ページをお願いいたします。これは平成２５年度美郷町開発公

社の予算収支計算書でございます。収入の部でございます。２番目の事業収入でございま

すが、ゴールデンユートピアおおちが４２５０万１９５１円、それからカヌーの里おおち

が１５７５万８９８３円でございました。これの内訳はそれぞれ施設利用料金の収入、そ

れから売店収入でございます。それから３番目の補助金等の収入でございますが、これは

ゴールデンユートピアが４２３６万１０００円、それからカヌーの里が１８０４万６７５

０円でございます。これの内訳でございますが、施設運営の受託収入ということで指定管

理料を美郷町からいただいておりますが、これがゴールデンユートピアが３４８５万円、

それからカヌーの里が１５４５万円、それから法人会計３０万円、合計５０６０万円でご

ざいます。それからその下の、事業受託収入でございますが、これは美郷町からの健康事

業ということで、ゴールデンユートピアの方へ７５１万１０００円。それからカヌーの里

でございますが、これは町からのマリピット事業等々を受けまして２５９万６７５０円と

なっております。従いまして、当期の収入合計で申しますと、ゴールデンユートピアが８

４８６万８５２４円。それからカヌーの里が３３８４万６３０３円となりました。続きま

して、支出の部でございます。事業費の中の給料手当、臨時職員、福利厚生、これは人件

費でございましてゴールデンユートピアでは正規の職員が５人、嘱託は２名、臨時職員６

名分の人件費でございます。カヌーの里につきましては、正規職員が４名、嘱託職員１名

の給料手当等でございます。次のページをお願いします。２．の管理費でございます。法

人会計の方に数字が挙がってございます。決算額は１５０万５３８１円でございます。こ

れの下のところに、支払い寄附金というものがございます。これが１２６万７５１１円ご

ざいます。これは昭和４５年に設立をされました財団法人邑智町開発公社は平成１６年の

合併によりまして、財団法人美郷町開発公社として名称変更し、スタートされたところで

ございます。しかしながら平成１８年の法改正によりまして、従来の財団法人は公益財団、

もしくは一般財団法人への移行をしなければならないこととなりました。これに伴いまし

て島根県と協議の結果、一般財団法人美郷町開発公社として２４年の４月１日よりスター

トしたところでございます。この移行時に１１７０万円の不動産を含む公益目的財産を所

有しておりました。これは土地が主なものでございます。この公益目的財産につきまして

は、一般財団法人に移行したことから、これも法の規定によりまして県との協議の結果、

平成２７年度までに計画的に減らして行くということになりました。この計画に伴いまし

て、今年度浜原に所有しております山林約１万９６３４平米、不動産価格で申しますと１

２６万７５１１円を美郷町に寄付をして、いわゆる公益目的財産を減額をしたところでご
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ざいます。一番下でございます当期の収支差引額でございます。法人会計は寄附をしたこ

とによりまして、マイナスの１２０万１８０９円でございます。ゴールデンユートピアに

つきましては、マイナス５８９万６３５９円の赤字でございます。カヌーの里おおちにつ

きましては、１２１万６０３１円の黒字でございます。合計で申しますと全体では５８８

万２１３７円の赤字ということになりました。１３ページをお願いします。正味財産の増

減計算書の一番最後のところでございます。下から３分の１ぐらいのところに、当期経営

増減額というものがございます。先程申しましたように、３会計で併せまして５８０万２

１３７円の赤字決算となりました。しかしながら、その下のところで一般正味財産の期首

残高ということで、昨年、俗に言う繰越金といいますか、財産が１１７２万６０２１円ご

ざいましたので、財産で赤字を埋め合わせをいたしまして、最終的に一般正味財産期末残

高は５５９万２２７６円となったところでございます。これに預金等合わせまして一番下

のようになりますが、正味財産の期末残高につきましては、６５９万２２７６円というこ

とになりました。１６ページをお願いいたします。続きまして平成２６年度の事業計画で

ございます。委託事業の運営でございます。最初にゴールデンユートピアでございますが、

これは指定管理の期間が２７年３月をもって一応満了いたします。引き続き指定管理者の

指定を受けながら、交流・健康、それから、生きがい創作活動の場として町民並びに来訪

者に施設の提供を行いまして、下記の事業を実施をして参りたいというふうに思っており

ます。温泉、プール、テニスコートの施設事業でございますが、特に好評を得ていており

ます水中運動会員を増やすべく、近隣市町の主に高齢者の方に対しましてプロモーション

かけて参りたいというふうに思っております。健康事業につきましてでございますが、宿

泊事業につきましては団体客に対しましては宿泊研修事業の補助金を全面的に押し出すと

共に、リピーター化を目指し、アプローチをかけて行きたいというふうに思っております。

また個人客につきましては、ネット代理店のじゃらんに集中プロモーションをかけ、需要

期に対応した料金体系により更なる売上の増額を図って参りたいというふうに思っており

ます。またカヌーの里につきましても、指定管理の指定を受けながらアウトドア活動の場

として施設を提供して参りたいというふうに思っております。特にカヌー事業の７月から

８月の繁忙期のメニューを体験中心に替えて行き、お客様の満足度の向上に資するととも

にレンタル料の適正化を図って、売上げの増額を図って参りたいというふうに思っており

ます。またキャンプ事業、それからトレーラーハウス事業、水泳教室につきましては、通

年通じて実施をして参ります。特にトレーラーハウスにつきましては、ＷＥＢクーポンを

２６年度は実施をすることによりまして、利用客の売上げ増を目指して参りたいというふ

うに思います。また冬季積雪期には三瓶山のスノーシュートレッキングを旅行代理店へ商

品の造成を今依頼を行いながら集客に努めて参りたいというふうに思っております。次の

ページ、１７ページをお願いいたします。平成２６年度美郷町開発公社の予算収支計算書

でございます。事業収入のところでございますが、ゴールデンユートピアにつきましては

一応予算額を４５９４万４０００円と予算を立っております。それからカヌーの里につき
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ましては１７４８万９０００円の事業収入でございます。補助金の収入でございますが、

ゴールデンユートピアの方で４３７３万５０００円。これは町からの指定管理料というこ

とで、消費税が上がっておりますので、それで増額になっておりますが、３５８５万円。

それから事業収入ということで健康事業、町の方から受けます予定額は７８８万５０００

円でございます。同じくカヌーの里につきましては、指定管理料を１５６８万円。それか

ら事業受託収入、町の方から２７万２０００円を見込んでおります。従いまして当期の収

入合計は、予算額で申しますとゴールデンユートピアで８９６８万６０００円。カヌーの

里おおちで３３４８万３０００円。それから法人会計で３０万４０００円ということで、

全体の予算額を１億２３４７万３０００円を計上しております。続きまして支出の部でご

ざいます。事業費につきましては、ゴールデンユートピアおおちが８９６８万６０００円。

それからカヌーの里おおちにつきましては、３３４８万３０００円。その下にそれぞれの

明細を掲げております。次のページをお願いいたします。一番下の下段でございます。当

期収支合計でございます。法人会計を予算額を３０万４０００円。それからゴールデンユ

ートピアおおちの予算額を８９６８万６０００円。カヌーの里おおちの予算額を３３４８

万３０００円。歳入歳出収支ゼロということで、２６年度は取り組んで参りたいというふ

うに思っております。以上で報告第４号の説明を終わらせていただきます。続きまして報

告第５号についてご説明を申し上げます。報告第５号、平成２５年度株式会社グリーンロ

ードだいわ第２２期決算、第２３期事業計画の報告について。地方自治法第２４３条の３

第２項の規定により、第２２期株式会社グリーンロードだいわの決算報告、並びに第２３

期株式会社グリーンロードだいわの事業計画の報告を別紙のとおり提出する。平成２６年

９月８日提出。美郷町長 景山 良材でございます。平成２５年度グリーンロードだいわ

の決算、事業計画につきましては６月７日に監査を受けまして、６月１８日の取締役会で

承認をいただき、６月２４日の株主総会で承認をされたものでございます。それでは概要

についてご説明を申し上げます。３ページをお願いをいたします。平成２５年度の営業報

告でございます。平成２５年度は全体といたしまして、景気回復、はっきり実感できる状

況に無く、業績も不振でございます。支配人以下従業員一同、営業努力をして参りました

が、売り上げが減少し大和荘、グリーンロード３７５とも赤字決算となったところでござ

います。大和荘につきましては誕生月割引プランや湯治プラン、ビアホール等を引き続き

実施をいたしましたが、今年度は尾道松江線の全線開通や出雲大社の平成の大遷宮の影響

により宿泊数が大幅に減少したことから売り上げも減少したところでございます。大和荘

の売上は１２％減の６０１４万３０７円。グリーンロード３７５につきましては４．３％

減額の１４０２万１５９６円、全体で申しますと１０．７％の減額の売上で７４１６万１

９０３円となったところでございます。７ページをお願いします。損益計算書でございま

す。大和荘とグリーンロード３７５間で内部取引がありまして、１３６万８５９２円それ

ぞれ収入も減額となっております。まず一番上の売上高ございます。これは収入に係る分

でございます。大和荘が６０１０万７８３２円。グリーンロード３７５が１２６８万５４
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７９円、合計で７２７９万３３１１円でございます。これに伴います売り上げ原価でござ

います。大和荘の合計が１９０５万４５６８円。それからグリーンロードが９４９万１５

４０円、合計で２８５４万６１０８円でございます。売上から原価を差し引きました売上

総利益でございます大和荘の方で１４５万３２６４円。グリーンロードだいわで３１９万

３９３９円、合計で４４２４万７２０３円となったところでございます。それから３番目

の販売費及び一般管理費でございます。大和荘で４５４９万７８９５円、グリーンロード

３７５で５１１万４４０１円、合計で５０６１万２２９６円でございます。それから営業

外費用ということで、大和荘の方で５８６万５５０１円、グリーンロード３７５で５０万

５０６５円、合計で６３７万５６６円となったところでございます。営業外収益の主なも

のにつきましては、潮交流館の清掃費で１６５万７０００円。はつらつクラブ、これは介

護関係でございますが、これが１９０万４０００円、それから労働局の助成金が４５万円

等々が主なものでございます。それから営業外費用でございます。大和荘の方で９８万５

９００円。これは大和丸が故障いたしまして、それの修理に充てております。一番下の当

期純損益でございます。大和荘、グリーンロード３７５併せまして、１１８万８９２７円

の赤字となりました。続いて９ページをお願いいたします。株主資本等変動計算書でござ

います。中程のところで、利益剰余金というのがございます。前期末の残高が４９６万８

７１９円ございました。当期の純利益ということで先程申し上げました１１８万８９２７

円赤字でございました。差し引きをいたしまして、当期末の残高が３７７万９７９２円ご

ざいます。それから資本金が１２４０万ということで、一番右側の一番最後の純資産合計

は１６１７万９７９２円となったところでございます。１２ページをお願いします。平成

２６年度第２３期の事業計画の案でございます。わが国の経済は、安倍政権誕生後、各政

策によりまして低迷から脱し、回復基調の期待感が高まっておりますが、やはり地域経済

を取り巻く環境は依然として厳しいものがございます。大和荘におきましては、利用者の

サービス向上に一層の努力を行いながら、湯治プランや誕生月割引プラン、またビアホー

ルなどのＰＲに努めまして、利用者の増加を図って参りたいというふうに思っております。

また大型企画といたしましては、三江線臨時列車によります潮温泉の旅の旅行会社へも積

極的に営業を行って参りたいというふうに思っております。またグリーンロード３７５で

ございますが、これも尾道松江線の全線開通の影響受けまして、交通量の減により厳しい

状況が予想されるところでございますが、町の特産品や加工食品、それから地域活性化グ

ループの協賛イベント等を積極的に取り組みながら、売上げの増を図って参りたいという

ふうに思っています。なかなか収入が見込めない中、今年度も引き続き経費節減、在庫管

理、仕入れの適正化に努めて参りたいというふうに思っております。次のページをお願い

します。これは２３期の収支予算案でございます。売上につきましては前年度実績の７２

７９万３０００円から２７０万増額を予定をいたしまして７５５０万円を予定をしており

ます。２７０万円の内訳につきましては備考欄のところに掲げております。このような取

り組みを積極的にして、売上を延ばして参りたいというふうに思います。それから、粗利
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益や受託等々行いまして、最終的に経営の合計額を５０９１万７０００円と見込んでおり

ます。支出の部につきましても、適正に管理を行いながら概ね昨年と同様の経費となって

おりますが、合計を５０６１万２０００円ということで、営業利益を本年度は３０万５０

００円を予定をして取り組んで参りたいというふうに思っております。よろしくお願いい

たします。以上で報告第５号の説明を終わります。よろしくお願いします。 

●佐竹議長 

 以上で全議案の説明が終わりました。 

質疑は明後日１０日に日程を取りますのでよろしくお願いをいたします。 

以上で本日の議事日程はすべて終了しました。 

次の会議は明後日１０日の水曜日、定刻より開きます。 

本日はこれをもちまして散会といたします。 

ご苦労さまでした。 

（散 会  午前 １１時 ３５分） 

 


